
- 45 - 

５ スポーツの振興 
 

    
スポーツに親しむ環境づくりを推進します！ 
 

 

 市民の健康・体力づくりや市民相互の豊かなコミュニケーションづくりのために、

市民の誰もが、いつでも、どこでも、気軽に、運動・スポーツ活動に親しめる環境が

必要です。また近年、軽スポーツやウォーキング活動の普及など、その活動の場は様々

で、ニーズの多様化が進んでおり、このような市民の運動ニーズを的確に捉えるとと

もに、その快適な活動の場を提供することが求められています。 

 本市は、合併前の旧町から引き継がれた多くの社会体育施設を設置していますが、

その多くは老朽化が進み、その対応・改善が喫緊の課題となっています。 

このような中、既存の社会体育施設を適切に維持管理しながら、快適なスポーツ活

動の場を提供することで、市民のスポーツ活動を支援するとともに、従来の体育施設

内での活動にとらわれない野外での活動や室内体操など、幅広い活動の場を視野に入

れた運動・スポーツ活動の推進を図っていかねばなりません。 

 また、運動・スポーツ活動の推進のためには、活動施設の提供などのハード面での

支援ばかりではなく、活動する仲間を増やし、結ぶなどのソフト面の環境づくりも重

要となります。個々に活動しているスポーツ団体や運動グループが、より活発な活動

を行えるよう、情報発信や情報交換、組織化などの支援を行い、他の団体との交流や

新規のメンバーを獲得するなど、既存の団体等の活動を活性化させることも、今後の

大きな推進策として進めなければなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

                 

  

 

 

 

 

 

施策の方針 

【体力年齢測定会】 

【雲仙アヅマクロス大会】 
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主要施策１ 運動・スポーツ活動の日常化の推進 

現
 

状
 

本市では、総合型地域スポーツクラブとして発足した「がまだすスポー

ツクラブ」のほか、本市発祥の軽スポーツ「雲仙アヅマクロス」の普及推

進を行う「雲仙アヅマクロス協会」を含む「雲仙市レクリエーション協会」

といった軽スポーツを推進する組織があり、活発に活動しています。 

また、グラウンドゴルフなどの軽スポーツ活動のほか、ウォーキングや

健康体操など、様々な運動を実施している個人・団体があります。 

課
 

題
・

今
後

の
方

向
性

 

市民のスポーツに関するニーズは、競技スポーツからウォーキングなど

のトレーニング、軽スポーツによるレクリエーション活動など、その活動

は多様化しており、誰もが、いつでも、どこでも、気軽に、運動・スポー

ツ活動に親しめる環境が求められています。 

今後は、現在活動している軽スポーツ団体の組織力向上のための育成支援

とともに、個人や小グループで活動するウォーキングや健康体操などのサ

ークル等の情報収集に努め、活動の幅（輪）を広げられるような活性化の

ための支援を行う必要があります。さらに、運動や軽スポーツ等の重要性

や必要性の啓発活動を行いながら、多くの市民に対し、継続的な運動へ誘

導するためのスポーツ教室等の実施など、機会の提供を行う必要がありま

す。 

今
後

の
主

な
取

組
 

【軽スポーツ団体の支援】    
  「雲仙市レクリエーション協会」及び「がまだすスポーツクラブ」の

活動を指導・支援するとともに、組織の拡充・活動の充実を目指します。 

【スポーツ教室等の実施】 

  市民に対し、運動機会の提供・紹介のための軽スポーツ等の教室を実

施します。また、「泳げない子のための水泳教室」など、市民要望の多い

スポーツ教室を継続的に実施します。 

【ラジオ体操の推進】 

  国体の開催とともに推進してきた「長崎県民体操がんばらんば体操

（*67）」と併せ、いつでも・どこでも・一人でも、気軽にできる「ラジ

オ体操」の実施を推進し、市民の健康意識・運動意識の高揚に努めます。 

資
料

等
 

【市レクリエーション協会の団体数等】 

 構成団体数 構成人数 助成額（千円） 

Ｈ２２ ３団体 １１１人 ５００ 

Ｈ２３ ３団体 ２０５人 ５００ 

Ｈ２４ ３団体 ２１９人 ４７５ 

Ｈ２５ ３団体 １８８人 ４５１ 

Ｈ２６ ３団体 １７９人 ４２９ 

※Ｈ２３は、綱引き協会が脱退し、雲仙アヅマクロス協会が加盟した。  【市民ウォーキング大会】 

達
成

目
標

 

・スポーツ人口増加のための教室・大会を毎年実施し、成人の週一回以上

のスポーツ実施率を高めます。        【※長崎県目標 （H32）６５％】 

・スポーツ施設の利用者数の増大を目指します。 

【年間利用者数 (H28・総合計画目標)382,000人→(H32)385,000人】    
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主要施策２ スポーツの競技力向上 

現
 

状
 

雲仙市体育協会は、補助金を受けながらも平成２１年度から独立した外

郭団体として、自主的に市民スポーツの推進のための事業に取り組んでお

り、協会の組織力向上や会員の技術力向上に努めるとともに、市民への競

技スポーツの普及・育成に取り組んでいます。 

しかしながら、その構成員数は減少傾向にあり、２１競技団体の中には、

年間の活動状況や活動予算における自主財源の確保に苦慮する競技団体も

あります。 

課
題

・
今

後
の

方
向

性
 

雲仙市体育協会の各競技団体は、年間を通してスポーツ教室の開催によ

るジュニアスポーツの競技力向上や競技人口の増大、市内競技会等の開催

による一般市民への競技の普及活動などを行うとともに、毎年、市民スポ

ーツの祭典である雲仙市民スポーツ大会の運営を行っています。 

今後も、市民スポーツの競技力向上のために、本協会の組織力や技術力

を有効に活用し、連携・協力して市民スポーツの推進と競技力向上を図る

必要があり、十分な支援・協力体制を構築していかねばなりません。また、

他自治体の先駆的な運営体制として、自主運営を行う本協会に対し、運営

費補助等の必要な経済支援を行いながら、組織の充実（維持・強化）を一

層図る必要があります。 

今
後

の
主

な
取

組
 

【体育協会の運営支援】 

 市民スポーツ大会をはじめとする市民の各種競技会の開催、ジュニアス

ポーツの競技力向上や競技人口の拡大のための講習会や教室を行う雲仙市

体育協会の活動を支援するとともに、必要に応じ事務局及び各構成団体の

事務的な指導を行います。 

 また、優秀な選手を県民体育大会へ派遣するため、市体育協会を通して

出場に係る経費の一部を助成します。 

【補助金等による経済的支援】 

 優秀な成績で上位大会へ出場する選手や団体に対し、経費の一部を助成

し、負担の軽減と向上意欲の高揚を図ります。 

資
料

等
 

【大会出場激励費（*68）の交付実績】 

 交付件数 交付人数 交付額（千円） 

Ｈ２３ ７６件 １２３人 １，８０５ 

Ｈ２４ ６９件 １３９人 １，８１０ 

Ｈ２５ ８２件 １５８人 ２，１８０ 

Ｈ２６ ８４件 １８１人 ２，１５０ 

  ※高校生への交付分を含む                 【市民スポーツ大会】 

達
成

目
標

 

・競技力向上を目指す雲仙市体育協会の活動を支援します。 

・優秀選手の育成のための奨励事業を行います。 
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主要施策３ ジュニアスポーツの推進 

現
 

状
 

本市では、５０団体を超える数の小学生のスポーツクラブが、また、市

内中学校の部活動クラブが、年間を通して各地域で活動しています。これ

らの団体は、雲仙市小学生クラブ活動振興会及び部活動振興会に加入して

おり、各々の活動における練習時間等のルール設定や指導者研修会を開催

するなどして、小中学生の健全なスポーツ活動が実施されるよう活動して

います。 

課
題

・
 

今
後

の
方

向
性

 

近年の少子化傾向に伴って児童・生徒数が減少する中、各クラブの構成

員が減少し、組織活動・運営ができなくなるクラブが発生しています。 

更には、ニーズの多様化、技術力志向などから、校区や地域を越えたク

ラブ組織もあり、使用施設や活動時間などの課題も発生しています。 

 また、競技力向上を目指すあまりに、長時間又は過度の練習を行うよう

な活動実態が報告されることもあり、子どもたちが行う健全なスポーツ活

動としてのあり方について、十分な検討と指導が必要となります。 

今
後

の
主

な
取

組
 

【振興会等団体に対する活動・運営支援】 

 少年期における健康な身体づくりと、将来のスポーツ活動への意欲を育

むため、適切な競技指導とクラブ運営を行う小学生クラブ活動振興会及び

部活動振興会に対し、運営のための経費の一部を助成して、その活動を支

援します。 

【指導者・保護者等の研修会の実施】 

 ジュニアスポーツの指導者・保護者等を対象に、指導のためのスポーツ

医科学やメンタルトレーニング等の研修会を実施するとともに、毎日の練

習時間や休日の設定などを徹底し、指導者・保護者等とともに、子どもた

ちの適切な活動環境の整備に努めます。 

【大会出場等の補助】 

優秀な成績で上位大会へ出場する選手や団体に対し、経費の一部を助成

し、負担の軽減と向上意欲の高揚を図ります。 

資
料

等
 

【市内ジュニアスポーツの団体数及び大会等出場時の助成等の推移】 

 小学生クラブ活動 

振興会（小学生） 

部活動振興会 

（中学生） 

小中学生スポーツ大会出場助成事業(*69） 

※県大会以上の大会出場に対し助成 

団体数 構成部員 団体数 構成部員 交付件数 対象人数 交付額（千円） 

Ｈ２２ ５５団体 ９１３人 ７６団体 １，３２８人 ６０件 ５８９人 ２，３００ 

Ｈ２３ ５８団体 ８８５人 ７６団体 １，３１０人 ５５件 ５３３人 ２，９５８ 

Ｈ２４ ５７団体 ９０２人 ７６団体 １，２９１人 ４６件 ４７７人 ３，７７０ 

Ｈ２５ ５３団体 ８４８人 ７２団体 １，１８９人 ５７件 ６０５人 ３，２０４ 

Ｈ２６ ５２団体 ８２２人 ７３団体 １，１４９人 ４８件 ５６４人 ２，６４４ 

   ※表中の構成部員は、小・中学生の所属部員数を記載した。また、中学生は、文化部の所属部員も含む。 

達
成

目
標

 

・子どもたちの健全なスポーツ活動の普及のため、育成組織の指導・支援

と適切な活動環境の整備に努めます。 

・小学生クラブ活動振興会で活動する子どもたちの割合を増やします。 

【市内児童（5.6年生）の割合  (H26)５０％→(H32)５５％ 】 
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主要施策４ 快適な活動の場の提供 

現
 

状
 

本市では市民のスポーツ活動拠点として、体育館や運動公園など多くの社会

体育施設を設置するとともに、学校施設を一般利用に開放しながら、適切な維

持管理や改修により快適なスポーツ活動の場の提供に努めています。 

また、「みずほすこやかランド」や「国見総合運動公園（遊学の里くにみ）」

など、体育施設に入浴休憩や宿泊施設を併せた複合施設を設置しており、スポ

ーツ合宿などの利用にも対応可能となっています。 

 
課

題
・

今
後

の
方

向
性

 

 本市の社会体育施設は、多くの施設で老朽化が進み、ナイター照明等の電気

設備や各種備品等の故障が多く発生するなど、その維持管理・修繕などに多く

の経費が必要となっています。 

 また、各種大会やイベント等での施設利用が毎年増加し、恒例事業として開

催されていた地域イベントや競技大会等との調整も難しくなっています。 

このようなことから、定期的な施設の安全点検を行うとともに、危険性・緊

急性などを考慮しながら、適切な補修を行う必要があります。 

また、施設の利用調整や予約制度の改良などとともに、みずほすこやかラン

ドや国見総合運動公園（遊学の里くにみ）の複合施設等においては、施設運営

に民間の技術や活力を導入する指定管理による運営管理を行うなど、効率的な

施設運営の体制を構築する必要があります。 

今
後

の
主

な
取

組
 

【社会体育施設（設備・備品）の適正な管理運営】 

  市内のスポーツ施設が快適に利用できるよう、適切な維持・管理を行いま

す。また、施設の少ない地域では、学校施設の有効活用に努めます。 

【適切な利用のための予約制度の確立】    
  各種スポーツ活動が円滑に実施されるよう、施設の利用調整や予約制度の

改良を進めます。 

【指定管理者制度による民間活力の導入】    
  施設をより快適に活用できるよう、 

また、より高度なサービスが提供でき 

るよう、施設の運営に民間企業のノウ 

ハウ等を導入する指定管理者による施 

設運営を進めます。    

資
料

等
 

【市内の社会体育施設の状況】（学校開放施設は含まない）  

 国 見 瑞 穂 吾 妻 愛 野 千々石 小 浜 南串山 計 

体育館 １ １ １ ０ １ １ ０ ５ 

グラウンド（面） ４ １ ２ ２ ０ １ ０ １０ 

テニスコート（面） １０ ５ ４ ２ ０ ０ ０ ２１ 

武道・弓道・相撲場 １ １ １ １ １ １ ０ ６ 

その他 ２ ４ ０ ２ ３ ０ ３ １４ 

計 １８ １２ ８ ７ ５ ３ ３ ５６ 

※その他施設は、宿泊研修施設・プール・グラウンドゴルフ場・夜間照明施設などを計上 

達
成

目
標

 

・スポーツ施設の適正な維持管理に努めるとともに、利用しやすい環境整備に

努め、スポーツ施設の利用者数の増大を目指します。 

【年間利用者数 (H28・総合計画目標)382,000人→(H32)385,000人 】 

 

【国見総合運動公園】    


